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総合雑誌という雑誌形態は、総合商社

同様、欧米にみられない日本独特の
9産

物40明治こ十年創刊とこの道のパイオ

ニアとし
て出向あ長さを誇る〈中央公論〉

の編集長として、青柳さんは現在におけ

あ総合雑誌の役割と地位をどううけとめ

ているだろうか。

「いま中間読み物といわれるものは

〈中央公論〉が生み出したものです。信

じられないでしょうが花柳界のゴシップ

記事までありましたo巌近そうした総合

雑誌のもっていた部分をむしりとりセグ

メント（細分化）
した雑誌が多くなって

きたわけですが、一つの先見的な議論が

行われて社会の方向性を示して行くとい

う総合雑誌の知的な役割は嘉一本的には変

わったわけではありません」

現在の部数は公称十八万。変化はほと

んどないが「これだけビジネス、政治、行

政の現場でさまざまな進歩があるのに読

者がふえないのはおかしい。われわれの

努力不足です。全体としては新しい雑誌

に切り崩されて」、ふえるどころか減る

心配さえあるという。

その中で、やはり総合雑誌の綴として

オピニオンに存在理由を求めているので

すか。
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